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コンパクト＋ネットワーク

○医療・福祉・商業等の生活
サービスの維持が困難に

○公共交通ネットワークの縮小・
サービス水準の低下

■ 地域経済の衰退

■ 都市の生活を支える
機能の低下

○地域の産業の停滞、企業の
撤退

○中心市街地の衰退、低未利
用地や空き店舗の増加

○社会保障費の増加

○インフラの老朽化への対応

■ 厳しい財政状況

都市が抱える課題

生活サービス機能の維持

生活サービス施設へのアクセス確保
など利用環境の向上

高齢者の社会参画

サービス産業の生産性向上、投資誘発

外出機会・滞在時間の増加による消費拡大

インフラの維持管理の合理化

行政サービスの効率化

地価の維持・固定資産税収の確保

健康増進による社会保障費の抑制

コンパクトコンパクト
生活サービス機能と居住を
集約・誘導し、人口を集積

まちづくりと連携した公共交通
ネットワークの再構築

＋

ネットワーク

エネルギーの効率的利用
ＣＯ２排出量の削減中心拠点や生活拠点が

利便性の高い公共交通で結ばれた
多極ネットワーク型コンパクトシティ

高齢者や子育て世代が安心・快適に
生活できる都市環境

ビジネス環境の維持・向上により
地域の「稼ぐ力」に寄与

財政面でも持続可能な都市経営

低炭素型の都市構造の実現

○ 人口減少・高齢者の増加

○ 拡散した市街地

都市を取り巻く状況

コンパクトシティ化による効果の例

生活利便性の維持・向上等

地域経済の活性化

行政コストの削減等

地球環境への負荷の低減

光市 建設部都市政策課 Hikari-City L.G.   City Policy Sec. ２

立地適正化計画の概要
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立地適正化計画の概要
▼立地適正化計画制度のイメージ図 立地適正化計画区域＝都市計画区域

市街化区域等

居住誘導区域
人口減少下にあっても一定のエリアにおいて人口密度を
維持することにより、生活サービスやコミュニティが持続的
に確保されるよう居住を誘導する区域

都市機能誘導区域・誘導施設
・医療・福祉・商業等の都市機能を都市の拠点に誘導
し集約することにより、これらのサービスの効率的な
提供を図る区域
・都市機能誘導区域に誘導する施設

病院

駅

商業

地域内交通等
（デマンド型交通、
コミュニティ交通など）

鉄道等

路線バス等
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計画の位置付け、
上位計画・関連計画等の整理

都市づくりの基本的な方向性の検討

立地適正化計画素案の作成

住民意見聴取（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄなど） 光市都市計画審議会の意見聴取

都市の現状の整理 市民アンケート調査

問題点の抽出・都市構造上の課題の整理

目指すべき都市構造のフレームの検討

誘導区域等の検討
誘導施策等の検討
（都市機能誘導施策等）都市機能誘導区域 誘導施設 居住誘導区域ほか

目標の検討

計画モニタリング方法の検討

（フィードバック）

計画検討フロー
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